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私
は
、
鶴
岡
で
生
ま
れ
、
高
校
生
ま
で
、
家
族
、

友
人
、
地
域
の
方
々
と
、
こ
の
豊
か
な
自
然
と
調
和

し
、
歴
史
と
文
化
の
薫
る
誇
る
べ
き
ま
ち
・
鶴
岡
で

過
ご
し
ま
し
た
。
大
学
進
学
後
は
、
東
京
、
福
岡
、

米
国
シ
カ
ゴ
で
の
十
七
年
間
の
公
務
員
生
活
を
経

て
、
三
年
前
に
家
族
四
人
で
故
郷
に
帰
っ
て
来
ま
し

た
。
市
長
と
し
て
、
故
郷
の
発
展
の
た
め
、
対
話
を

重
視
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
代
表
と
し
て
、
鶴
岡
が
抱
え

る
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
た
い
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
若
者
の
地
元
定
着
、
地
域
医
療
福
祉
、
旧
町
村
の

活
性
化
な
ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
の
政
策
を
、
で
き
る
も
の
か
ら
順
次

実
行
に
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
予
算
の
み

な
ら
ず
、
税
制
、
制
度
等
の
政
策
手
法
を
総
動
員
し
、

市
民
の
皆
様
に
も
そ
の
実
行
過
程
の
透
明
性
を
確
保

し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
、
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
国
家
公
務
員
と
し
て
、
長
く
不
偏
不
党
で 鶴岡市長　皆 川 治

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
に
最
も
身
近
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町
村
行
政
に
お
い
て
、
特
定
の

政
党
に
依
拠
し
て
政
策
を
立
案
し
、
実
行
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
思
想
・
信
条
を

持
つ
市
民
が
お
ら
れ
る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
、
観
光
、
農
業
な
ど
、
市
が
提
供
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
、
党
派
の
争
い
を
持
ち
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
政
策
、
考
え
方
を
丁
寧
に
説

明
し
、
賛
同
い
た
だ
け
る
方
々
の
支
援
を
募
り
、
い

わ
ゆ
る
「
市
民
党
」
の
市
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
の
職
員
に
も
、
市
民
に
奉
仕
す
る
と
い
う
原
点

に
立
ち
返
り
、
市
民
の
声
を
よ
く
聴
い
て
政
策
の
企

画
・
立
案
、
実
行
に
当
た
る
こ
と
、「
公
平
・
公
正

な
市
政
」、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
な
ど
、

行
政
の
原
則
を
今
一
度
確
認
す
る
よ
う
私
の
思
い
を

伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
対
話
と
協
働
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
市
民

や
議
会
と
の
情
報
共
有
が
不
十
分
な
た
め
に
問
題
が

大
き
く
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
課
題
の
解
決
の

た
め
に
は
市
民
の
皆
様
の
知
恵
、
力
を
借
り
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
ラ

イ
バ
ル
を
含
む
全
て
の
関
係
者
に
敬
意
を
払
う
心

（
リ
ス
ペ
ク
ト
）
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
立
場
の

市
民
が
自
由
闊か
っ
た
つ達

に
意
見
を
出
し
合
え
る
、
し
が
ら

み
を
超
え
て
堂
々
と
市
政
に
つ
い
て
議
論
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
、
旧
鶴
岡
市
と
旧
町
村
が
共
に
発
展
す
る
ま

ち
、高
齢
者
も
障
害
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、

す
な
わ
ち
「
市
民
が
幸
せ
だ
と
思
え
る
ま
ち
・
鶴
岡
」

を
実
現
す
る
た
め
、
各
般
の
施
策
を
展
開
し
て
参
り

ま
す
。

鶴
岡
市
民
の
皆
様
へ

第３代鶴岡市長
皆川治市政 始動
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「対話と協働」の
まちづくりに向けて

友好都市・江戸川区を表敬訪問

　昨年、友好都市盟約35周年を迎えた江戸川区を訪れ
ました。大勢の区役所職員の温かい歓迎の後、多田正見
区長と懇談。盟約締結の機縁となった学童疎開や、毎年
本市も参加している江戸川区民まつりなどの話題で、両
市の友好の絆を確認し合いました。

11
　 １

友好と信頼の輪を広げるために

鶴岡市企業懇談会へ出席

　鶴岡商工会議所会頭、出羽商工会会長とともに、市内
に工場などがある首都圏の企業約30社の経営者等と懇
談しました。企業からは業況報告があり、市に対する要
望などが出されました。この懇談会の内容を踏まえ、今
後の雇用対策等を検討していきます。

10
　 30

鶴岡にさらなる雇用を

初登庁・市長就任挨拶

　大勢の市民や市役所職員に迎えられ初登庁。市長就任
挨拶では、職員に向けて「公約の実行」「市民党の市政」
「市民に奉仕する市役所への原点回帰」の３点を伝え、「対
話と協働」による市政運営の重要性を述べました。

10
　 23

「対話と協働」の新市政




